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男性 77％、女性 76％が 1～2万円台のものを購入し
ていた。非常に高額であるにも関わらず、大会用水
着の着用回数は平均 10回であった。
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年 齢 （歳） 19.4 1.3
身 長 （cm） 156.9 3.7
体 重 （kg） 56.0 5.8
体脂肪率 （％） 32.7 4.6
バ ス ト （cm） 88.0 4.7
ヒ ッ プ （cm） 93.1 4.3
ウェスト （cm） 71.9 5.9
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図３　メーカーサイズ、被験者の身体計測値（ ）
および着用水着サイズの関係
図４　身体各部位の衣服圧（n＝ 9の平均値± SD）
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の太腿裾部であった。ハイレグタイプの競泳水着で
は、鼠径部に最大の衣服圧がかかっていたが14）、ハー
フスーツタイプでは、肩部肩紐（A）に集中するこ
ととなった。
　極端なダウンサイジングをしていた被験者 S1、
M1～ M4、L1の 6名について、衣服圧と圧迫感の
相関関係を検討した。両項目で最大値を示した肩部
肩紐（A）では相関は認めらなかったが、大腿部背
面（K）で正の相関関係（r＝0.710）が認められた。
　肩部は普段、衣服や荷物等により比較的長時間の
圧に曝されていることから、圧受容性が高く、慣れ
が生じやすい部位であることが理由として考えられ
る。そのため、ダウンサイジングによる矢状方向の
圧許容はできたとしても、横断方向にも極圧がかか
り、圧受容性が低い身体部位への被服衛生学的影響
が増加することが明らかとなった。
　サーモグラフィによる皮膚表面温度について、実
験前後を比較した結果、低下を呈する被験者はいな
かった。衣服圧が 30mmHg（3.9kPa）以上の衣服圧
がかかるとうっ血状態となり、手足の皮膚温の低下
を招くといわれているが6）、本実験は被験者の負担
を考慮し、実験時間が 20分と短かったため、こう
した影響は見られなかったものと考える。
４．まとめ
　衣服圧の許容限界値は 3.9kPa（40gf/cm2）とされ
るが、本研究では肩部（肩紐）と大腿部において、
これを上回る衣服圧が確認された。ハーフスーツタ
イプの競泳用水着での衣服圧測定の結果から、ダウ
ンサイジングにより身体矢状方向だけでなく、横断
方向にも極圧がかかり、圧受容性が低い身体部位へ
の被服衛生学的影響が増加することが明らかとなっ
た。
　適度な衣服圧は、運動機能性の向上、体型補正効
果、自律神経系の反応制御、快適感や知的生産性の
向上16,17）をもたらすとされるが、過度な衣服圧は動
作性や着用快適感を損ない、皮膚温や自律神経等の
生理機能を低下させる5,6,11-14）。実際の競泳競技時間
は短いと考えられるが、練習やウォーミングアップ
などを含めると、中～長時間の過度な衣服圧が身体
に及ぼされることがある。
　競技用水着は高価格で耐久性が低い。また、競泳
用水着の購入に際しては試着ができないため、身体
に適合したサイズを選択することが困難である。選
手はダウンサイジング神話にとらわれず、衣服圧に
よる身体への影響を考慮したうえで適度な衣服圧を
もたらす水着を着用し、成績向上を目指して欲しい。
水着のサイズ選択の際には、メーカーが示している
サイズ展開と自分の身体寸法を比較してサイズ決定
をすることが重要である。
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